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［ 目 的 ］　 中 高 年 齢 者 に と っ て は 、 ス ト レ ス を 伴 う 生 活 環 境 の 変 化 や 、 ラ イ フ イ ベ ン ト

が 多｡く 、 こ の た め う つ 病 に な っ た り 心 身 と も に 老 化 が 急 激 に 進 み 、 個 人 、 家 族 、 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 各 レ ベ ル で 種 々 の 不 適 応 が 生 じ る 。 最 終 的 に は 臨 床 的 な 爾 査 が 必 要 で あ る が 、 第 一

段 階 と し て 、 今 回 の 独 自 調 査 の ラ イ フ イ ベ ン ト 諸 項 目 と,      S   R   R   S   (Social　Readjustment

Rating Scale) か ら 抽 出 し た 主 要 項 目 を 統 合 し て 、 通 文 化 的 ラ イ フ イ ベ ン ト 調 査 票 を 作 成

す る こ と を 目 的 と す る 。

［ 方 法 ］　 ま ず 中 高 年 齢 者 を 対 象 と し て 、 生 活 を 再 調 整 す る の に エ ネ ル ギ ー 量 が 多 く 嬰 る

ラ イ フ イ ベ ン ト に つ い て 聞 き 取 り 調 査 を 行 な い 、独 自 な ラ イ フ イ ベ ン ト 調 査 累 を 作 成 し た 。

こ の 調 査 項 目 と,    Holmes&   Rahe 等 が 作 成 し た 社 会 的 再 適 応 評 価 尺 度（SRRS ） に 基 づ い た ２

種 類 の ラ イ フ イ ベ ン ト 調 査 項 目 に 対 し て.    199e 年 ６ 月 下 旬 ～ ７ 月 下 句 に か け て 、 長 野 県 老

人 大 学 学 生353 名 を 対 象 に し て 配 票 調 査 を 行 な っ た 。

【 結 果 】　 再 適 応 す る の に 必 要 な エ ネ ル ギ ー 量(LCU) を 測 定 す る た め 、 ま ず 「 結 婚 」 を50

と し 、 各 ラ イ フ イ ベ ン ト 項 目 を0 ～1  0 0の 問 で 相 対 的 に 評 価 し た 結 果,     Holmes 等 が 米 国 で 行

な っ た 調 査 に 比 較 し て 、5  0以 上 に 評 価 さ れ た 項 目 が,    43項 目 中2  4項 目 と 過 半 数 を 超 え て い

る 。LCU が 最 高 と な っ た 項 目 は 、 両m  査 と も に ｒ 配 偶 者 の 死 ｊ で あ っ た 。 大 き な 差 異 が 認

め ら れ た 項 目 は,     Holmes 等 が 「 離 婚 」 、 「 配 偶 者 と の 別 居 」 、 「 配 偶 者 と の 和 解 」 等 、 夫

婦 に 関 わ る 項 目 の 順 位 が 高 い の に 比 し て 、 日 本 で の 今 回 の 飼 査 は 相 対 的 に 低 か っ た 。 今 回

の 独 自 調 査 とSRRS の 両 者 に お い て 、LCI) 得 点 に つ い て 著 し い 性 差 が 見 ら れ た 。

1 Pa －4 高齢女性における配偶者との関係性と死別への態度
広島大教育　○宇都宮博

【目的】高齢女 性の配偶者との関係性を夫婦の関係性ステイタス（宇都宮,   1996）の観点

から類型化し ，配偶者との死別に対する態度の特徴を比較検討する。

【方法】(1)調査対象者：広島県在住で 自己と配偶者の少なくとも一方が60 歳以上か，結婚

年数が30 年以上の有配偶女性82 名。(2)手続き：夫婦の関係性ステイタス評定用SCT （関係

性達成型，献身的関係性型，妥協的関係性型，関係性拡散型，表面的関係性型，独立的関

係性型のいずれかに評定）, 配偶者との死別に関するSCT  （ 配偶者の死に対する基本的姿

勢，死の順序性とその根拠，自分と配偶者双方の死を想定した際の配偶者に対する言葉掛

け）などからなる質問紙調査を実施した。

【結果】(1)配偶者の存在を人格的次元から肯定的に意味づけている関係性達成型は，表面

的関係性型と同様に配偶者の死に対する不安や否認を示す傾向が強いにもかかわらず，死

の順序性でぱ 夫が先で自分が後”のパタ ーンを 希望する者が多くみられた。(2)この順序

性を望む背景として，関係性達成型では，妥協的関係性型や関係性拡散型とは対照的に，

自分が夫を看取りたいといった意志や，残される 者の辛さあるいは生活の不便さを気遣う

記述が目 立った。(3)死別を 想定した際の配偶者に対する言葉掛けでは，自分が先立つ場合

と配偶者が先立つ場合とにかかわりなく，関係性達成型の，夫婦の情愛性や永続性（「生

まれ変わっても一緒」や「あの世で待っています（待っていてください）」など）の得点

が最も高く ，とくに情愛性では関係性拡散型との差が有意であった。関係性達成型は，配

偶者との死別に恐れや悲し みを抱きな がらも，配偶者を看取ることの積極的意味や，夫婦

人生の統合を模索していることが示唆された。
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